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はじめに 
 アルゼンチンはかつて南米の優等生とも呼ばれるような国であったが、2001 年の経済危

機ではその社会構造や成長モデルが脆弱であったことを露呈する結果となった。現在のア

ルゼンチン経済が抱える問題はいくつもの要因が複雑に絡み合って起こるものであり、ひ

とつの要因に集約されるものではない。当論文で扱う外資系企業の進出に不平等の広がり

や中産階級の没落などのすべての原因を関連付けるのは不自然であろう。しかしながら、

一定の視座から切り込まなければ問題を明確に捉えられないし、ある一定の期間に特徴的

な政策が行われ、それに伴い国民に望ましくない事態が拡大したならば、その原因、メカ

ニズムについて特徴的な政策とのつながりを調べることは有意であると思う。 
そこでこの論文では民営化によるものとそうでないものも含め、外資系企業の進出がア

ルゼンチン国民の生活の経済的側面にどのような影響を及ぼしているかについて詳細に述

べることにする。具体的には、失業および所得格差、労働の質の格差、公共サービスのア

クセス、産業の外国化という複数の視点からこの論文では分析を行う。 
まず、民営化による外資系企業の進出が起こった背景としての新自由主義政策を概観す

る。その後、アルゼンチンにおいて外資系企業が占める規模や、分野別の特徴に簡単に触

れる。 
次に、さまざまな側面で広がりつつある不平等のうち、労働者と外資系企業とのかかわ

りで生まれた不平等について述べてゆく。ここでは失業・所得格差、労働環境の不安定さ、

労働の質を問題とする。 
 第四章では外資系企業から財やサービスを提供される側である消費者の立場から、サー

ビスへのアクセスに格差が生じており、それが主に外資系企業の市場独占によるものであ

ることを明らかにする。 
 最後に第五章では、アルゼンチンの産業自体が外国化していくことによって、将来の自

主的な成長が阻まれるかもしれないという危険性について述べる。 
 その結果、投資受入国の国民側から見た場合に、アルゼンチン政府が 90 年にとった政策

の結果としての外資系企業の進出が総じて望ましくなかったと結論付ける。 
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